
 

1. JAみな穂管内の生育状況(６/４現在) 
本年産は、平年に比べ、草丈は同程度、茎数は少なく、葉色はやや淡くなっています。 

 
 
 
 
 
2. 今後の管理 
中干しまでの水管理として、水深２～３ｃｍの浅水管理を徹底し、分げつの発生を促進しま

しょう。また、田がわいている場合は軽い田干しを、藻が発生している場合は水の入れ替えを
行いましょう。 

田植後１か月頃から止水・落水し、適度な土壌硬度を確保した上で、溝掘りを行い、そのま
ま中干しに入りましょう。 
 中干し後の水管理は、「富富富」は葉色が濃く推移するため、幼穂形成期まで落水期間が長
めの間断かん水を行いましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
3．中・後期除草剤の散布（12成分以内） 
富富富の流通基準で、病害虫・雑草防除に使用する化学合成農薬の成分は『合計１２以内』

と定められているため、中・後期除草剤は極力使用しないでください。ただし、中干し後に雑
草の発生が多い場合は、草種と葉齢に合わせて、除草剤を散布しましょう。使用する際には、
振興センター又は営農指導員に相談してください。 

対象 
雑草 

農  薬  名 散 布 時 期 
10a当たり
散布量 

成分数 
使用 
回数 

ノビエ 
トドメＭＦ１キロ粒剤 

（湛水して散布） 

田植後１４日 

～ノビエ５葉期 

（収穫５０日前まで） 

１kg 1 
３回 

以内 

ノビエ 

広葉雑草 

フォローアップ 

１キロ粒剤 

（湛水して散布） 

田植後１５日 

～ノビエ５葉期 

（イネ4葉期以降） 

（収穫６０日前まで） 

１kg ２ １回 

広葉雑草 
バサグラン粒剤 

（落水して散布） 

田植後１５～５５日 

（収穫６０日前まで） 
３～４kg １ １回 

【12 成分以内の事例】  ※下記の事例は合計１０成分となり、残り２成分使えます。 

作業 種子消毒 苗箱施薬 除草剤 本田防除 
剤 
名 

テクリード C 
フロアブル 

フェルテラ
箱粒剤 

かねつぐ
1kg粒剤 

プライオリティ 
1kg粒剤 

スタークル液剤 10 ＋ 
モンカットフロアブル 

ラブサイド K2 
フロアブル 

成 
分 1 1 2 2 2 2 

 

 田植日 草丈(cm) 茎数(本/株) 茎数(本/m²) 葉令 葉色 

R6 5/14 25.8 7.0 145.9 5.6 4.0 

R5 5/14 27.9 8.3 176.1 5.9 4.2 

平年 5/14 25.4 9.9 201.5 6.0 4.2 
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※展示ほ場数（4ヶ所） 


